
NPO 法人横浜日独協会 第 41回理事会議事録 

（オンライン会議） 

 

１．日   時  ２０２０ 年１１月２２日（日）１３：００～１４：３０ 

２．会   場  オンライン会場 

３．理 事 総 数  ２３名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

早瀬会長 能登副会長 向井副会長 南雲常務理事 山口常務理事 

大瀬常務理事 坂井理事 小島理事 成川理事 中尾理事 寺澤理事  

藤田理事 大堀理事 大治理事 小貫理事 地野理事 齊藤常務理事 

委任：（議長）磯貝理事 佐藤理事         以上１９名 

（欠席理事）神永理事 ゼーリヒ理事 ユーデック理事 北井理事 

※運営委員：野澤委員 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第３３条および第３７条にもとづき早瀬会長は、新型コロナウィルス感染防止対 

策のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え１１月１３日全役員にメ 

ールで通知した。 

定款第 34条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

本理事会の議事録署名は早瀬会長、能登副会長および向井副会長とした。 

 

６．議  題 

 

第１号議案 報告事項について 

① 会員実績：会員総数 209名／社（個人 151名 ヤングクラブ学生 36名 ヤングクラ

ブ青年 8名 法人 14社） 

② 資金状況： 11 月 21 日現在 現金預金合計 1,514,356 円 （前月 1,301,916 円、前

月比約 20万円増、助成金、寄附金）（内訳：ゆうちょ振替口座 740,980円 ゆうち

ょ総合口座 48,858円 横浜銀行横浜駅前 724,518円） 

  ※横浜市市民活動緊急支援助成金 27万円が入金済。 

※よこはま夢ファンド助成金 6万 5千円 入金予定 

※10周年記念誌発送経費概算 郵送費切手代のみ１４万円 

③ 会報／ＨＰ:１月発行分の原稿締め切りは 12月 10日。発送は 10周年記念誌発送と 

同様にひびき工房に業務委託する。1月号は、正月に自宅でじっくり読んで 

いただけるよう、ひびき工房による年内発送作業に合せて編集、校正、印刷 

とする。すでに４ページ分の原稿はある。寄稿などがあれば 12月 5日頃ま 

でに編集長宛送付のこと。（山口編集長） 

ホームページに関して、12/12のクリスマス会を中止する旨掲載済み。（向井 

副会長） 



④ 実績（予定）報告 

〇高校生作文コンテスト佐藤委員長より：  

12 クリスマス会中止に伴い、松本九太朗、石川琴葉両氏への記念品（図書券）贈呈の日 

取り等について、改めて 21 年 3 月に打ち合わせの予定。（齊藤事務局長） 

〇10周年記念誌発送業務委託について： 

ひびき工房から発送部数概算 840部（国内向け 720部、ドイツ向け 120部）、他に

会長及び能登副会長からの直送等 150部。増刷分を含めひびき工房の在庫は約 310

部。（齊藤事務局長） 

 〇記念誌未発送の件について: 

10月下旬、前理事に記念誌が届いていないこと判明した。会長からの連絡を受け 

事務局で送付データを照合したところ、未送件数は計 4件だった。原因はひびき工 

房に送付するための記念誌発送リストを作成する過程での、事務局が会員名簿をコ 

ピーアンドペーストの作業ミスだった。本年度の定時総会で役員変更が行われたが、 

会員名簿へのデータ移行が行われなかったことに起因する。原因が明らかとなった 

時点で、事務局より当該顧問の及び理事に経緯を報告し謝罪した。再発防止対策は、 

会員名簿のデータ管理を適切に合理的かつ簡潔な方法で行うことだが、役員と事務 

局が相互チェックできる仕組みを築くことが必要。（齊藤事務局長） 

〇ＤＪＷシンポジウム 2020オンライン 10/27 

   「グローバル化と世界自由貿易・日本とドイツの立ち位置」というテーマで、コロ 

ナ禍・米中貿易摩擦の最中での世界経済に目を向けることがねらいだった。日独の 

参加者総数は 300名だった。ズームを使った初のオンラインだったが、最初にヴィ 

ースホイ理事長がドイツから挨拶をしたが、同会副理事長（成川理事）の発言の際 

にミュート解除できずプログラムを急きょ変更した。参加者が３００名以上なった 

ためにシステムに負荷がかかりすぎたと思われる。人数が多い場合は全参加者のマ 

イクをミュートにしておくべきだった。（成川理事） 

〇根岸ドイツ兵士墓前祭 11/8 大堀理事 

根岸のドイツ海軍兵士の墓前祭に参加し、横浜日独協会として献花した。当初、大使館の 

武官ら３名と私だけという予定だったが、当協会森会員、地元自治会長、同小中学校校長・ 

教頭他も含め参列者は十名ほどになった。（大堀理事） 

 

 以上、報告事項について全理事が一致して承認された。 

 

第２号議案 イベント予定について 

11月理事会（第 41回）：11月 22日（日）13：00～14：30 オンライン会議 

 11月イベント（講演会）：11月 22日（日）15：00～17：00 

会場；戸塚区民文化センター3階多目的室（大） 

講演；黒川剛元オーストリア大使『100年後からみるワイマール文化』 

  ⇒無期延期（講師、リアルタイム希望） 

  12月理事会（第 42回）：12月 12日（土） 

  12月クリスマス会：12月 12日（土） ⇒ 中止 11/13全出席者へ通知済。 



 ※年内最後のイベントだが、コロナ感染拡大第三波という状況を受け、委員会では 

即決で中止と判断した。今理事会の追認を願いたい。予定していた霧笛楼も好意 

的に無条件でのキャンセルに応じてくれた。（南雲常務理事） 

  1月理事会（第 43回）：1月 16日（土） 

  1月イベント（講演会）：1月 16日（土） 

会場：戸塚区民文化センター 

    講演：野澤 勉会員 『チーズの楽しみ方～試食とともに～』 

    会費：1,000円 

  ２月理事会（第 44回）：2月 20日（土） 

  ２月イベント：2月 20日（土） 講演会もしくはドイツ映画会 

  ３月理事会（第 45回）：3月 20日（土） 

  ３月イベント：3月 20日（土）未定 

（４月以降の予定及び講師の人選・交渉はできていない。：能登副会長） 

 

 ※コロナ禍でのイベントの在り方について、オンライン開催等も含めて工夫していく必要 

がある。各大学でもオンラインが中心だが徐々にリアルタイムの講義も復活しつつある。 

オンラインセミナーではビデオとリアルタイムのフリーディスカッションを組み合わ 

せるスタイルも多くみられる。会費と寄附金で運営するＮＰＯであることを再認識する 

必要がる。例えば、当協会の積極的な日独交流を応援している法人会員を少人数で訪問 

することも実施可能である。（向井副会長・広報委員長） 

 

以上、イベント予定について全理事一致して承認された。 

 

第３号議案 中長期ヴィジョン委員会の設置と人事について 

  今年 7月認定法人化を受け、先の理事会おいてヴィジョン委員会設置が決定され、 

 人選は会長に一任されていた。ヴィジョン案策定は拙速にならず少なくとも３～４か月 

かけ、従来の運営方針にとらわれない議論を行ってもらいたい。男女の中堅役員や若手を 

選任した。発足後、必要に応じて追加発令もある。（早瀬会長） 

委員長  成川哲夫（敬称略）理事 

副委員  齊藤進治常務理事・事務局長（横浜市との連絡調整） 

同    大堀 聰理事・中層企業支援とＹＣの両副委員長兼務（ＪＤＧＹ十周年誌 

編集長） 

同    中尾尚美理事・文化委員会副委員長（アムブルンネン会員） 

同    藤田 香理事 

同    小貫治朗理事（富士電機製造出身、大瀬常務理事の後輩） 

同    西条りみ運営委員（通訳・翻訳、ドイツ語講師） 

   委員長に選任された成川理事からは、認定 NPO法人にはメリットもあるが共 

益・公益を峻別し公益事業を推進する義務がある。中長期ヴィジョン作成にあた 

っては原点に立返り、日独交流の理解、活動と目的を明示したいと表明された。 



 

以上、中長期ヴィジョン委員会の設置と人事について全理事一致して承認された。 

 

第 4号議案 中小企業支援セミナーについて 

  オンラインセミナー方式で、タイトルは「中小企業のモノづくりデジタル変革（Ｄ 

Ｘ）とし、世界的に展開し日本国内では 70～80％をシェアするドイツＥＰＬＡＮ社 

を講師にする。セミナーの主催はＪＤＧＹになるが、共催もしくは後援の交渉をＩ 

ＤＥＣとＪＥＴＲＯ横浜としている。ＤＪＷの後援は可能（成川理事）。開催予定日 

は 21年 2月中旬以降になる。次回１月号会報に概要を掲載する。（大瀬常務理事） 

 

 以上、中小企業支援セミナーについて全理事一致して承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

以上、オンライン会議による理事会の議事録が正確であることを証します。  

 

    ２０２０年１２月５日 

 

議 長 早 瀬  勇 

 

議事録署名人 能 登  崇 

 

議事録署名人 向 井  稔 

以上 

 

 

以上 


